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東京国際空港Ｄ滑走路における
生産性向上の取り組み

～プレキャストコンクリート床版の適用～

国⼟交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所
髙野誠紀

東京国際空港（羽田空港）の概要
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総 面 積 ： 1,522ha（大田区の面積の約1/４、渋谷区とほぼ同じ）
旅 客 数 ： 7,610万人（国内6,267万人 国際1,343万人）
取扱貨物量 ： 109万トン（国内75万トン 国際34万トン）
年間発着枠 ：44.7万回（1日当たり約1,225回）

※旅客数、貨物量、は平成27年度値（空港管理状況調書）

Ｃ滑走路 3360ｍ×60ｍ

Ａ滑走路 3000ｍ×60ｍ

Ｄ滑走路
2500ｍ×60ｍ

Ｂ滑走路
2500ｍ×60ｍ 第１旅客ターミナル

第２旅客ターミナル

国際線旅客ターミナル

主要施設

滑走路

滑走路長(m)×幅(m) 供用年度
Ａ 3000×60 S63.7.2
Ｂ 2500×60 H12.3.23

Ｃ 3360×60
H9.3.27

(※H26.12.11)
Ｄ 2500×60 H22.10.21

エプロン H27.3.31現在224スポット
※360m延伸部

D滑⾛路の概要
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【 桟橋部 】

長さ：約1,100m、幅：約520m
面積：約52ha
多摩川の通水性を確保するための桟橋構造。
鋼製ジャケット198基で構成されている。

【埋立部】

長さ：2,020m、幅：約420m
面積：約95ha
超軟弱地盤に対応した地盤改良を実施。

【 接続部 】

桟橋部と埋立部をつなぐ部分
であり、温度変化や地震によ
る相対変位を吸収する伸縮装
置を設置。

航路切り替えＣ滑走路
3,360m                                         

Ａ滑走路
3,000m

Ｂ滑走路
2,500m

H27.2.14 撮影

■Ｄ滑走路2,500m（空港島：約150ha）
■埋立・桟橋工法のハイブリッド構造

■Ｄ滑走路2,500m（空港島：約150ha）
■埋立・桟橋工法のハイブリッド構造

多摩川

【 連絡誘導路部 】

長さ：620m
幅 ：60m（2本）

Ａ.Ｐ.+15.0m A.P.+17.1m
Ａ.Ｐ.+7.3ｍ

国際線ターミナル

国内線ターミナル
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埋⽴部

D滑⾛路(2500m)

平⾏誘導路

桟橋部

連絡誘導路

⾼速脱出誘導路

進⼊灯橋梁

埋⽴/桟橋接続部

524m 424m

620m

鋼管杭 (L=max.90m)

鋼製ジャケット

鋼管矢板井筒護岸

D滑⾛路の基本形状

AP+17.1mAP+13.0mAP+15.0m水深
12〜20m

3120m
1100m 2020m
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航空制限下での作業
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TP+60〜80m
地盤改良船
TP+60〜80m

TP+131m
起重機船
TP+131m

TP+122m
杭打船

TP+122m

制限表面解除時間帯 20:45〜7:45（夜間作業）

進入表面進入表面C滑⾛路

A滑⾛路

円錐表面円錐表面

転移表面転移表面

制限高さ 約26ｍ〜52m

制限高さ 約36mから52m

転移表面転移表面

進入表面進入表面

東京⻄航路を航⾏する船舶の影響
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D滑走路

15m
23m
17.1m

1,700m

OAS (2.85%)

進入表面(2%)

満潮時(A.P.+2.4m)

東京西航路

固定障害物に対する進入表面：勾配2％
⇒最⼤埋⽴高さA.P.+23.0mが必要

無障害物評価表面（OAS）の採用：勾配2.85％
⇒ 最⼤埋⽴高さA.P.+17.1mに低減
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生産性向上の取り組み

再拡張事業工法評価選定会議

設計・施工一括発注方式の採用
（性能規定発注方式）

第３者委員会の設置

■コスト縮減検討委員会
受注者からのヒアリング等
⼊札前VE、契約後VE等への提言

■技術検討委員会
受注者からのヒアリング等
技術審査、新技術導⼊への提言

桟橋工法
埋⽴・桟橋組合せ工法
浮体工法

鋼製ジャケット・
プレキャスト床版

の採用等
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2004年

2002年

桟橋部の構造
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・ 面積 ; 1100m x 524m (510,000m2)

・工場製作による鋼製ジャケット198基

・ ジャケットの標準寸法；63m×45m

・ ジャケット1基の最⼤重量；1600t

桟橋部

連絡誘導路

埋⽴部

63m

45
m

■桟橋部の形状

63m

45m

31m

■ジャケット式桟橋

上部構造 (鋼桁)
鋼桁配置 ：7.9m x 3.8m
鋼桁⾼ ：2.0m, 2.5m
最⼤板厚 ：75mm
標準重量 ：800ton

下部構造 (鋼管トラス)
レグ配置 ：31.5m x 15.0m
レグ直径 ：φ1.6〜1.9m
レグ本数 ：（全1165本）
標準重量 ：500ton

ジャケット 製作サイクル
●月当たり稼働日数 25日/月
●工場建屋内で⾏うBH桁製作、ブロック組⽴・塗装：＝稼働率100％
●上部ジャケット⼤組⽴・塗装、 下部ジャケット組⽴、上下部ジャケット一体化・

塗装等のヤード作業：＝稼働率80％
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1.鋼材調達は、鋼板4ヶ月
ＢＲ管加工：1ヶ月とする。
2.上部工の大組立工程には、
①チタンパネル取付用梁
②消火設備用タンク及び配管
③排水設備用配管
④幹線ダクト
⑤点検歩廊
⑥除湿設備および配管を取り付け
るものとする

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

桟橋ジャケット製作

材料調達

上部ジャケット

ＢＨ製作

ブロック組立

大組立

タッチアップ塗装

出荷輸送

上部工水切り

カバープレート取付

下部ジャケット

レグ長尺
(金属ライニング含む)

プレース長尺切断

下部工平面組立

下部工立体組立

上下部ジャケット一体化

出荷固縛

14ヶ月目 15ヶ月目10ヶ月目 11ヶ月目1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目 4ヶ月目 5ヶ月目 6ヶ月目 7ヶ月目 9ヶ月目8ヶ月目 12ヶ月目 13ヶ月目

▲

ジャケット 工場及び運搬経路
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■工場
上部ジャケット：福岡県若松⼯場、三重県津⼯場、

神奈川県横浜⼯場等
下部ジャケット：千葉県富津⼯場、千葉⼯場

■運搬経路
製作した上部ジャケットを海上運搬し、下部ジャ

ケット製作⼯場にて一体化した後、海上運搬により
羽田へ搬入する。 上部ジャケット運搬ルート

ジャケット海上運搬ルート

上部ジャケット運搬状況 上下部ジャケット運搬状況

上部ジャケットの搬⼊状況

ジャケット 製作状況写真
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ビルトH鋼桁の製作

上部構造の出荷 上下部構造の組⽴

下部ジャケットの製作

ジャケット 据付状況写真
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ジャケット据付状況

ジャケットレグ

鋼管杭

低頭起重機船によるジャケット据付

誘導カメラの映像

▽TP+51.4m 水平表面
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：PCa床版 31万m2

滑⾛路

誘導路
：UFC床版 20万m2 

着陸帯

滑⾛路端
安全区域

プレキャスト床版の適用の効果と範囲

ＰＣａ床版（Precast PC）
・プレキャストPC床版10,700枚
・PC床版の連結部に膨張コンクリートを現場打設
・鋼桁に結合された連続したPC床版を構築

■課題
・短工期
・膨大な施工数量
・安全と品質の管理（海上作業）
・空港の制限表面

UFC床版
(Ultra high strength Fiber reinforced Concrete)

・超⾼強度鋼繊維補強コンクリートによるプレキャスト床版6900枚
・PC床版の半分の重量

■生産性向上の成果
・調達の合理化（資機材、労務）
・工期短縮
・現場作業の効率化
・安全性向上
・コスト縮減
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・2方向にプレストレス⼒を導⼊
・床版厚320〜400mm
・重量25ton
・コンクリートの圧縮強度50N/mm2

重ね継手 膨張コンクリート

PC床版

鋼桁（横桁）

PC床版

スタッド

ループ継手 膨張コンクリート

型枠材

PCa (プレキャストPC）床版の構造

■形状寸法 ■滑⾛路直角方向の接合部

■滑⾛路平⾏方向の接合部

PC床版 PC床版

113035 35

40035 35

滑⾛路平⾏方向

鋼桁（主桁）
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鋼繊維

UFC（超⾼強度鋼繊維補強コンクリート）床版の構造
■ UFCの優れた特徴

11 ⾼強度: 圧縮強度（180N/mm2)が普通コンクリートの4〜8倍

22 ⾼密度:透水性は普通コンクリートの10-6以下

33 ⾼耐久性: 中性化と塩化物イオンの浸透性が普通コンクリートの
1/100以下
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PCa床版 製作サイクル
●Pca床版の製作サイクルは約１日
●日最⼤２４枚(６枚×４ライン)製作
●⾬水混⼊による強度低下を回避するため上屋設備を設置
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PCa床版 工場及び運搬経路

運搬経路（海上運搬）

PCa床版 製造工場 海上運搬状況図

台船から
桟橋上への荷揚状況 架設状況

17

PCa床版 製作状況写真
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PCa床版の製造状況

ループ鉄筋継手

PCa床版の設置状況

重ね継手
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UFC床版 製作サイクル
●UFC床版の製作１サイクルは約３日
●１サイクル×２０枚×２ラインにて製作
●⾬水混⼊による強度低下を回避するため上屋設備を設置

19

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19～6 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19～6 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
製作開始 型枠組立

ＰＣ鋼材配置
緊張
ＵＦＣ打設
仕上げ
1次養生
脱型
緊張力導入
ＰＣ鋼材切断
床版移動

製作終了 端部仮防錆

製作開始 型枠組立
ＰＣ鋼材配置
緊張
ＵＦＣ打設
仕上げ
1次養生
脱型
緊張力導入
ＰＣ鋼材切断
床版移動

製作終了 端部仮防錆

②
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1日目 2日目 3日目
工種

①
レ
ー

ン

UFC床版 工場及び運搬経路

運搬経路（海上運搬）

海上運搬状況図台船による海上運搬状況 20

運搬経路（陸上運搬）

UFC床版 製作状況写真
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UFCの打設状況

UFC床版の設置状況

UFC床版製造工場

目地コンクリート打設状況 桟橋部の施⼯状況 22


